
     

     

 

 

 

   

 あけましておめでとうございます。今年もどうぞよろしくお願いします。 

  新年がスタートしました。皆様方には良き新春を迎えられたことと思

います。今年も職員一同、浜見小学校の子どもたちのために充実した教育

活動をめざし、努力して参ります。保護者や地域の皆様方には、昨年同様、

本校の教育活動にご支援・ご協力いただけますようよろしくお願い申し上げます。 

さて、各地では、新型コロナウイルスのオミクロン株が猛威を振るい、神奈川県でも感染者が

増えてきました。１２月まで感染状況が落ち着いており、このまま新学期を

迎えられることを期待していましたが、気を引き締め直さなければなりませ

ん。今後の感染状況や県や市の方針を受けて、皆様にお願いや変更等が出て

くると思われます。情報が入り次第お知らせいたします。改めまして、朝の

健康観察と検温のご協力をお願いいたします。 

青山学院大学箱根駅伝 選手の育成の秘訣は？ 

今年の箱根駅伝大会は青山学院大学が首位をキープし、圧倒的な強さで 

２年ぶり６回目の優勝を果たしました。その強さの秘訣について、後日原

監督がインタビューに答えていた内容が大変印象に残りました。 

監督が日頃から意識していたことは、選手を「自律」させることだそう

です。今の自分に足りないものはなになのか。それを学生自らが考え、目

標に向かって自分でアレンジして日々やるべきことを実行する。そのよう

な力をつけるようにしてきたと話されていました。「自立」ではなく、「自

律」なのだと。「だから、成長すれば、僕はいらないのですよ。」「陸上競技を通してつけている力

です。」と笑顔で答えられていました。インタビューに答えていた選手たちも自信に満ちあふれ

ていました。 

子どもたちの成長を考えたとき、私は何事も経験が大切だと思っています。ただ、その経験は、

他人から与えられたことを実行する経験だけではなく、自分で目標をもち、方法を考え、悩んだ

り、失敗したりしながらやり遂げた経験であってほしいと思っています。大人は時間を気にして、

ついつい「○○をやりなさい。」と指示したり、待てずに手を貸してしまったりすることが多く

あります。大人が近道を選んでいたら、子どもも近道を覚えてしまうのではないでしょうか。も

ちろん、何もかも任せておくと、「できない！」と放り出してしまうでしょう。そうならないよ

うに、年齢や個性により、ヒントや選択肢を上手に与えることやできた時に認めてあげる手助け

は必要だと思っています。 

学校でも子どもたちがアイデアを出し、実行できる時間と場の保障をできる限りしていきたい

と思っています。お家でも意識されてみてはいかがでしょうか。 
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お知らせ 

３学期始業式の話より 

  ２０２２年、令和４年は寅年です。新しい年を迎えた３学期の始業式では、十二支が生まれた

有名な説と寅年はどのような年になると言われているか話をしました。 

 

   十二支のお話 

  大昔の話、神様が、「一月一日の朝、一番から十二番までに、私のところにあいさつに来たもの

を一年交替で動物の大将にする。」という手紙を書きました。それを受け取った全国の動物たち

は、自分が一番になろうと、翌朝まだ暗いうちから一斉にスタートしました。犬と猿は最初は仲

良く並んで走っていたのですが、そのうち必死になってしまい、とうとうケンカをはじめました。

歩みの遅い牛は道中時間がかかるからと一足早く出かけると、ねずみはそっと牛の背中に跳び乗

りました。 

いよいよ新年の太陽が昇った時、神様のもとにたどり着くとだれも来ておらず、牛は一番乗り

だと思っていたのですが、いざ神様にあいさつをしようとした時、とたんに牛（うし）の背中か

ら子（ねずみ）が跳び降り、そのまま一番乗りとなりました。 

続いて虎（とら）が到着し、そして、卯（うさぎ）、辰（りゅう）がやってきました。こうして

次々と動物たちが到着し、巳（へび）、午（うま）、未（ひつじ）、申（さる）、酉（とり）、戌（い

ぬ）、亥（いのしし）の順になりました。犬と猿はまだケンカをし、ねずみにうそをつかれたネコ

がようやく現れ、ねずみを追いかけ回しました。だから今でもネコはねずみを追いかけ、犬は猿

と仲が悪いということです。 

                           （「まんが日本むかし話」より） 

 今年は寅年 

今年の干支の「寅」は「動」の意味があり、植物の例えとして、草木が

始めて地上に生ずる状態を表しています。今年は寅年の中でも「壬寅（み

ずのえとら）」の年で、「厳しい冬を越えて、芽吹き始め、新しい成長の礎

となる」年になると言われているようです。    

今年こそは皆でコロナ禍の「厳しい冬」を乗り越え、一人ひとりが小さくてもキラリと 

光るものを持ちつつ、前に向かってトライする寅年にしたいですね！ 

 

浜見小学校 学 校 教 育 目 標 と め ざ す 子 ど も 像 

人 間 性 豊 か で 、 自 主 性 の あ る 児 童 の 育 成  

・よく考える子  ・思いやりのある子  ・礼儀正しい子 

 

          ☆職員紹介 

 ４年２組担任の萱場 絵美子教諭の代替として、尾形 友紀奈（おがた 

 ゆきな）教諭が１月１１日より担任となり、指導にあたります。 

☆６年生卒業式・在校生とのお別れ式 

 今年度の卒業式は３月１８日（金）に行います。大変残念ではありますが、昨年度と同様、会場

が密にならないように、市内統一で保護者の来場を１名でお願いすることとなりました。例年在校

生の代表として出席している５年生や来賓の参加もなしとし、在校生とのお別れ式を別日で行いま

す。６年生の保護者の皆様には、別途詳細をお知らせいたします。ご理解の上、ご協力をお願いい

たします。  

 



☆令和４年度の休業日について 

 藤沢市教育委員会より、令和４年度以降、年度始めの始業式・入学式の準備日数を３日間確保す

る旨お知らせがありました。そのために、令和４年度の入学式・始業式の日程や休業期間は以下の

ようになります。ご承知ください。 

 （小学校） 学年始休業  ４月 １日～４月 ５日（変更あり） 

※始業式・入学式は４月６日（水） 

       夏季休業日  ７月２１日～８月３１日（変更なし） 

       冬季休業日 １２月２５日～１月 ６日（変更あり） 

※祭日をはさんでいるため３学期始業式は１月１０日 

       学年末休業日 ３月２６日～３月３１日（変更なし）  

 

１月行事予定 

日 曜 行  事 日 曜 行  事  

１ 土 元日    冬季休業   17 月 ⒋年計測  

２ 日              18 火 ５年計測 SC  

３ 月  19 水 ６年東京見学 ３年計測 校内書き初め展 

４ 火 学校業務停止期間 20 木 水曜日課５校時（研究会のため） SC 

５ 水  21 金 代表委員会 

６ 木  22 土  

７ 金 テストメール 23 日  

８ 土        24 月 はまみ学級午前授業 新入生保護者説明会  

９ 日  25 火 のびゆく子ら作品展 ～1/30 １年計測 

10 月 成人の日 26 水 クラブ活動（４年生見学） 火災訓練 

11 火 ３学期始業式  登校時安全指導 27 木 SC    

12 水 ＦＬＴ ６年計測 28 金 はまみ学級のびゆく子ら作品展見学 

13 木 給食開始 はまみ学級計測  SC ＦＬＴ 29 土  

14 金 委員会活動 ２年計測 ＦＬＴ 30 日  

15 土  31 月  

16 日     

２月の主な予定  

１日（火）２・３・４年生 ベルマーレサッカー教室  ３日（木）高浜中学校新入生保護者説明会 

  ※授業参観・懇談会については別途お知らせします。 

 

 今年度の浜見フェスティバルについて 

  感染拡大が懸念される状況のなかで、今年度も通常通りの浜見フェスティバ 

 ルを行うことが困難であると判断しました。密にならず、異学年が交流できる 

 方法を運営委員会で話し合い、「リモートクイズ大会」（仮称）を行うことにな 

 りました。ＩＣＴを活用して、全校児童がつながりを持って楽しみたいと考え 

ています。初めてての試みなので、どうなるか楽しみです。委員会の児童のみ 

 なさんのアイデアで盛り上がるといいいですね！ ３月上旬の朝の時間を予 

 定しています。 

保護者の参観は

できません。 

ご了承くださ

い。 



 

「藤沢市学校保健大会」の講演より 紹介 

１２月に「子どものねむりと健康」について、国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センタ

ーの中島 俊先生のお話を伺う機会がありました。寝る時間と起きる時間を一定に保ち、年齢に合

った時間を確保することが重要とのお話でした。６歳～１３歳の子どもの睡眠時間は９～１１時間

が望ましいそうです。日本人は他の国に比べて平均睡眠時間が短いそうです。睡眠が充分にとれて

いないと、パフォーマンスが下がったり、感情のコントロールができなくなったりすることもある

とのこと。ゲームやパソコン等も睡眠に影響があります。冬休みで不規則になった生活を一日も早

く規則正しい生活にもどしたいですね。 

 

                                         

※ 中島 俊先生の資料より 


